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宇宙で中性子星が合体すると、速い中性子捕獲反応によって重元素が合成され、放

射性崩壊をエネルギー源とした可視光・赤外線放射現象「キロノバ」が起きる。実際

に、2017年に重力波観測に伴ってキロノバが観測されたことで、中性子星合体におけ

る重元素合成の検証が急激に進んでいる。キロノバの観測から元素合成の情報を引き

出すためには、中性子星合体からの放出物質(重元素のみからなる高速膨張プラズマ)

における原子過程を理解する必要がある。本講演では、キロノバにおける原子過程の

理解、原子データの現状と今後の展望を紹介する。 
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